
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソーラーパネルが発生する電力で直接駆動するモーターポンプと、該モーターポンプが
汲み上げた水源からの水を貯留する貯水タンクと、貯水タンクに所定量の水が貯水された
ときに排水を開始し貯水のすべてを連続的に排水する排水手段と、排水手段により排出さ
れる水を潅水場所へ案内するチューブ潅水系とを少なくとも備えることを特徴とする自動
潅水装置。
【請求項２】
　貯水タンク内の貯留水に液肥を混入するための液肥混入装置をさらに備えることを特徴
とする請求項１に記載の自動潅水装置。
【請求項３】
　液肥混入装置は区分けされた液肥室と水室とを備えており、水室にはモーターポンプが
汲み上げた水の一部が分流して流入し、流入水に比例した量の液肥が液肥室から排出され
て貯水タンクに流入するようになっていることを特徴とする請求項２に記載の自動潅水装
置。
【請求項４】
　ソーラーパネルが発生する電力で直接駆動するモーターポンプにより日照量に比例した
水量の灌漑水を水源からくみ上げ、該モーターポンプが汲み上げた水源からの灌漑水を貯
水タンクに貯水し、貯水タンクに所定量の水が貯水されたときに貯水タンクから排水を開
始して貯水のすべてを連続的に排水することを、モーターポンプが駆動している間、反復
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して繰り返すと共に、排水された水をチューブ潅水系をとおして潅水場所へ案内すること
を特徴とする間欠式自動潅水方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は自動潅水装置に関し、特に、節水潅漑に適した自動潅水装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
潅漑方法として、従来から、畝間潅水やホース潅水が行われている。近年になり、いわゆ
る節水潅漑法として、点滴潅水技術が提案されている。この技術は、チューブ上あるいは
、チューブに内蔵されたドリッパー装置を介して、ドリッパー当たりの潅水量を０．８Ｌ
～３Ｌ／時間程度の少量に制限し、広範囲に均等潅水を行うものである。この手法は、主
にイスラエル等乾燥地での農業潅漑を目的として開発されたものでり、液肥を混入するこ
とにより、液肥潅漑にも用いられている。
【０００３】
点滴潅水技術は典型的な節水潅漑技術であるが、それでも、前記のように、ドリッパー当
たりの潅水量は０．８Ｌ～３Ｌ／時間であり、通常２０～３０ｃｍに一つのドリッパーが
設置されているため、チューブ長１００ｍ当たりでは毎分１０Ｌ程度の流量が必要になる
。１ｈａ規模の潅水を行うためには毎分１０００Ｌもの流量が必要となり、送水用のポン
プの吐出能力や液肥混入機の能力（毎分１００Ｌ程度が限界）を考えると、電磁弁とコン
トローラを用いて、小区画ごとに潅水を分施する方法で実施されている。吐出能力の大き
なポンプ、能力の大きな液肥混入装置、電磁弁、コントローラ等は潅水装置全体のコスト
を大幅に引き上げるため、企業的な規模の農家にのみ普及しているのが現状である。
【０００４】
また、点滴潅水により、長時間の潅水を行い、ドリッパー当たりの潅水量を数リットルに
すると、横方向への浸透より、重力方向である土壌の深部への浸透が多くなるため、水や
、液肥成分の流亡が問題となる。また、雨天や曇天により、蒸発散量が低い場合でも、コ
ントローラまかせの潅水指令が発せられるため、必ずしも作物体の必要量に応じた潅水や
施肥が行われているとはいえない。降雨センサー、土壌水分センサー等と組み合わせるこ
とにより、より精密な制御が可能となるが、さらなるコスト高となる。
【０００５】
節水潅漑技術の他の態様として、一日のうちに間欠的に少量の潅水施肥を繰り返し行い、
それにより土壌上層部（作物の根群が分布する領域）のみに有効に潅水して、水、液肥の
土壌の深部への流亡をきわめて少なくした潅水施肥システムが提案されている（特許文献
１（ＷＯ９８／５４９５３号公報）参照）。このシステムは、複数個のローカルサブシス
テムを備え、それぞれが遠隔操作により制御される。各ローカルサブシステムは、少なく
とも１サイクルに放出する量の水（および液肥）を蓄積できる容量の貯水タンクと、制御
装置からの信号を受けて散水量を制御しかつ制御量を放出する散水装置と、放水頻度と時
間を決定するための電子的制御装置と、水を潅水場所へ案内するチューブ潅水系とを備え
る。
【０００６】
貯水タンクへの給水はポンプで行い、満水時に給水を停止し、あらかじめプログラムされ
た日時に電磁弁が開閉することにより、広い面積へのチューブ潅水が行われる。制御用の
信号や電磁弁の開閉のための動力は、ソーラーパネルからの電力によっており、エコロジ
カルな潅水設備となっている。また、液肥は水流の圧力差を利用して、濃厚液肥を引き込
み希釈するベンチュリー方式を採用できるとしている。
【０００７】
さらに、ソーラーパネルからの電源を利用した自動潅水装置として、特許文献２（特開平
８－２３８０３１号公報）には、一日のうちの一定の時間帯にのみ太陽光を受光できるよ
うにして太陽電池アレイを設置し、太陽電池アレイが発生する直流出力で直接駆動する直
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流ブラシレスモータポンプを用いて、受水槽に貯水されている潅漑水を汲み出し、散水ホ
ースを通して緑地に潅水するものが記載されている。この自動潅水装置によれば、面倒な
タイマーの設定を行うことなく、一日のうちの一定の時間帯に自動潅水をすることができ
る。
【０００８】
【特許文献１】
ＷＯ９８／５４９５３号公報
【特許文献２】
特開平８－２３８０３１号公報
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
上記した点滴潅漑施設は節水潅水技術して多くの利点を備える。しかし、作物体に適した
かつ無駄のない潅水・施肥を行うためには、多くの高価なセンサーや電磁弁あるいは制御
機構を必要とする。また、適量の液肥を混入しようとすると、制御がデリケートな液肥混
入機を必要とする。特許文献１（ＷＯ９８／５４９５３号公報）に記載される潅水施肥シ
ステムにおいても、あらかじめプログラムされた日時に電磁弁が開閉することにより、貯
水タンクに蓄えてある水を広い面積へチューブ潅水するようにしている。そのために、気
候状況に応じて、作物体に合った最適の潅水・施肥環境を得るためには、電磁弁の開閉タ
イミングや時間等の制御のための高度な制御システムを必要とし、高コストのものとなる
。また、液肥は水流の圧力差を利用して濃厚液肥を引き込み希釈するベンチュリー方式を
採用しているが、この方式は高い精度を上げることが困難である。
【００１０】
特許文献２（特開平８－２３８０３１号公報）に記載の自動潅水装置は、太陽電池アレイ
が発生する直流出力で直接駆動する直流ブラシレスモータポンプを用いて、受水槽に貯水
されている潅漑水を汲み出し潅水するものであり、一定の時間帯に自動潅水をすることが
できる。しかし、一日のうちの一定の時間帯にのみ太陽光を受光できるように太陽電池ア
レイを設置するのに、複雑な機構を必要とする。また、その日の気候状況に応じて、作物
体に合った最適の潅水・施肥環境を設定することについては、何の配慮もされていない。
【００１１】
本発明は、上記のような事情に鑑みてなされたものであり、潅水面積の大小に関わりなく
、潅水量を調整したり断続するための電磁弁やモーターを制御のための複雑な制御機構や
、ソーラーパネルの受光量制御のための機構、等を用いることなく、その日の気候状況（
日射量）に応じて、作物体が必要とする水分を節水状態で供給することのできる自動潅水
装置を提供することを目的とする。また、他の目的は、簡単な機構を用いて、水と共に、
作物体が必要とする量の肥料をも供給することのできる自動潅水装置を提供することを目
的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明による自動潅水装置は、ソーラーパネルが発生する電力で直接駆動するモーターポ
ンプと、該モーターポンプが汲み上げた水源からの水を貯留する貯水タンクと、貯水タン
クに所定量の水が貯水されたときに排水を開始し貯水のすべてを連続的に排水する排水手
段と、排水手段により排出される水を潅水場所へ案内するチューブ潅水系とを少なくとも
備えることを特徴とする。
【００１３】
本発明による自動潅水装置では、水源（潅漑用水路や池沼等）からの潅漑水の汲み上げ（
貯水タンクへの給水）は、ソーラーパネルが発生する電力で直接駆動するモーターポンプ
のみによって行うようにしており、構成はきわめて簡単である。そして、ソーラーパネル
のみに依存していることから、日射量に応じた給水量が確実に実現される。作物体は日射
量が多いほど蒸発散が多くなり多くの水分を必要とし、雨天の日や夜間にはほとんど潅水
を必要としない。多く潅水することはむしろ作物体の生育に害を及ぼす。すなわち、作物
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体が必要とする水分量は実質的に日照量に比例しているところ、本発明によれば、作物体
が必要とするときに必要なだけの（日照に比例した）潅水を確保することが、特別な制御
装置を必要とすることなく、容易に実現できる。
【００１４】
本発明による自動潅水装置において、モーターポンプで汲み上げられる潅漑水は、一旦、
貯水タンクに貯められる。貯水タンク内に所定量の水が貯水された時点で、適宜の排水手
段によって、貯水のすべては連続的に排水されて、一サイクルは終了する。一サイクル分
の排水は適宜のチューブ潅水系を介して潅水場所へ案内されて、潅漑水となる。
【００１５】
日照がありソーラーパネルがモーターポンプが駆動するための最低限の発電を継続してい
る限り、排水中も貯水タンクへの給水は継続する。貯水タンクからの単位時間当たりの排
水量はモーターポンプからの給水量に比較して大きく、一サイクル終了の時点で、貯水タ
ンクへの次サイクルの貯水が始まる。そのときには、排水手段の作用により、排水は停止
している。以下、このサイクルが必要な日照が得られている限り、反復して行われる。す
なわち、日照量に比例した潅水が、特別の制御機構や電磁弁等を用いることなく、容易に
かつ確実に実行される。灌漑水量は貯水タンクの容量にもっぱら規制されるので、チュー
ブ潅水系に流量を規制する手段を設ける必要はなく、システム全体の構成の簡素化が可能
となる。
【００１６】
貯水タンクの容量は、潅漑を要する面積に応じて適宜定められるが、貯水タンクの容量と
モーターポンプの容量（給水量）を適宜設定するだけで、潅水場所に応じたあるいは作物
体に応じた、最適の間欠的潅水状態を容易に確保することができる。
【００１７】
日射量の大小により、モーターポンプの汲み上げ量が変化する。従って、一日間の潅水回
数は、日射量が多いほど、つまり蒸発散が多いほど多くなり潅水量も大きくなる。一方、
日射量が少ない場合には、潅水間隔が長くなり、総潅水量は抑制される。雨天、夜間につ
いては、特別な制御装置を必要とすることなく、潅水は停止することとなる。すなわち、
前記したように、本発明によれば、作物体が必要とするときに必要なだけの潅水を確保す
ることが可能となる。
【００１８】
上記のように、本発明の自動潅水装置では、潅水面積に応じた容量の貯水タンクヘ低流速
により給水し、所定量の給水が完了した時点で、チューブ潅水系に一斉配水する。従って
、供給量が限られた水源からも、あるいは、小規模な井戸、小流量の水流のみで比較的広
い面積への潅水が可能となる。そのために、従来の節水潅漑技術でもって大規模潅水を行
うために必要とした、複雑なコントロール手段を要することなく、単に複数個の装置を個
々に配置するのみで、広い面積に節水潅漑を行うことが可能となるとともに、同じ装置を
室内観賞用園芸や家庭菜園等でも有効に使用することができる。
【００１９】
本発明による自動潅水装置において、用いるチューブ潅水系に特に制限はなく、従来知ら
れたものを適宜用いることができる。従来知られたドリッパー装置を備えたチューブを用
いてもよい。いずれにしても、少量、多回数の潅水（施肥）により、水（や液肥成分）の
重力方向への縦浸透が抑えられ、横方向への浸透が進むため、チューブ潅水における水の
吐出口当たりの水（液肥）分布特性が改善され、すなわち、地表から浅い部分（地表～３
０ｃｍ以内の部分）が広く潅水され、少ない吐出口数で広い面積の潅水施肥が可能となる
。作土層からの水（や液肥成分）の流亡が抑制される。
【００２０】
結果として、気相に富み、根が発達するのに好適な、作物の有効根群域（標的域）が効果
的に潅水されるため、作物体が乾燥ストレスを受けることがなくなり、作物収量を上げる
ことが可能となる。特に、乾燥地域では飛躍的な収量増が期待できる。さらに、潅水域が
地表面浅層域に限定されるたあ、品質の制御がし易くなる利点もある。
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【００２１】
また、上記したように、通常の点滴潅水に比較した場合、一分間当たりの潅水流量は数十
リットル～数百リットル必要とされるが、本発明による自動潅水装置では、給水と配水の
時間差を利用し、給水速度は比較的低くても配水速度を早くすることが可能であり、一般
的に潅漑速度の制限因子となる水源の水供給速度が少なくても大面積の潅水が可能となる
。例えば、貯水タンクが満水になるまでの時間を１時間とした場合、１０ａ当たりの一回
の潅水に必要な水量は３００Ｌ～５００Ｌであり、毎分１０Ｌ以下の給水量によって一斉
潅水が可能となる。これを慣行的な点滴潅水手法で行おうとすると、１０台の電磁弁によ
る分施潅水が必要となる。このように、本発明による自動潅水装置では、水量が巨大なダ
ムやパイプライン等による大容量の送水システムを必要とせず、小川の流れのような小水
量からの給水によっても大面積の潅水が可能となる。
【００２２】
本発明の自動潅水装置は、貯水タンク内の貯留水に液肥を混入するための液肥混入装置を
さらに備えることができる。この態様により、間欠的な節水型の潅水施肥を行うことがで
きる。液肥混入装置は任意のものを用い得るが、区分けされた液肥室と水室とを備えてお
り、水室にはモーターポンプが汲み上げた水の一部が分流して流入し、流入水に比例した
量の液肥が液肥室から排出されて貯水タンクに流入するようになっている構造のものを用
いることは、効果的である。
【００２３】
このような構造の液肥混入装置を用いることにより、正確かつ高希釈倍率の液肥を、必要
なときに必要なだけ、作物体に供給できるようになる。その際に、濃厚液肥は大気圧と平
衛な貯水タンクの中で給水と混合されるため、従来のピストン式液肥混入機やベンチュリ
ー管による吸い込み液肥混入装置に必要とされていた圧力差を必要とせず、簡単な構成で
もって、効果的に高希釈倍率の液肥を調整することが可能となる。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明による自動潅水装置を図面を参照しつつ好ましい実施の形態により説明する
。図１は自動潅水装置の全体を概略的に示す図であり、図２はそこで用いる液肥混入装置
を示す概略図である。自動潅水装置１は、基本的に、ソーラーパネル１０が発生する電力
で直接駆動するモーターポンプ２０と、該モーターポンプ２０が汲み上げた水源からの水
を貯留する貯水タンク３０とを備える。
【００２５】
ソーラーパネル１０は太陽電池アレイが必要個数直列に接続した形態の従来知られたもの
であり、使用するモーターポンプ２０を駆動できるだけの電力を出力できるものであれば
よい。モーターポンプ２０もソーラーパネル１０が発生する直流電流で駆動するものであ
ればよく、軸流型ポンプが好ましいが、他の形態のものでもよい。モーターポンプ２０の
吸い込み側はホース２１を介して適宜の水源４０に接続している。本発明の自動潅水装置
１では、前記したように、水源４０は小川の流れのような小水量のものであっても差し支
えない。
【００２６】
貯水タンク３０は、天井面に大気への開放口３１を持つ開放型のものであり、天井面には
ホース案内口３２も形成されている。モーターポンプ２０の吐出側に接続されたホース２
２の他方端は、該ホース案内口３２に接続している。従って、ソーラーパネル１０に太陽
光が照射してモーターポンプ２０を駆動できるだけの電力が発電している状態では、水源
４０の水はモーターポンプ２０の作動により汲み上げられ、ホース２２を介して、貯水タ
ンク３０内に貯水される。夜間や雨天時（すなわち、作物体が水を必要としないとき）に
はモーターポンプ２０が作動することはなく、揚水は停止する。
【００２７】
貯水タンク３０は、貯水タンク３０に所定量の水が貯水されたときに排水を開始し貯水の
すべてを連続的に排水する排水手段５０を備える。排水手段５０は任意のものでよいが、
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この例では、逆Ｕ字管５１を利用してサイホンの原理により、所要の排水を行うようにし
ている。逆Ｕ字管５１は、その一端５２を貯水タンク３０の底に近い部分に配置し、そこ
から所定高さまで立ち上がり、そこを頂部５３として下方に折り曲げている。モーターポ
ンプ２０の作動により貯水タンク３０内に給水される水の水位が、逆Ｕ字管５１の頂部５
３のレベルまで達すると、サイホンの原理で逆Ｕ字管５１を介しての放水が始まり、貯水
のすべてが連続して排水される。逆Ｕ字管５１の頂部５３の高さ位置を適宜調整すること
により、排水の開始時（すなわち、貯水タンク３０内での最大貯水量）を容易に変更する
ことができる。排水が終了しても、モーターポンプ２０が継続して作動している場合には
、貯水タンク３０への給水は継続して進行し、再度所定の貯水量に達した時点で、同じよ
うにして排水が始まる。このサイクルが、日照量に応じて繰り返されるので、貯水タンク
３０からの総排水量は日照量（時間）に比例することとなる。
【００２８】
逆Ｕ字管５１の排水側は、貯水タンク３０から排水される水を潅水場所へ案内するチュー
ブ潅水系６０に接続している。チューブ潅水系６０は従来の潅漑施設におけると同様なも
のであってよく、潅水口６１から好適な潅水量が得られるように、チューブの管径６２や
潅水口６１の大きさが設定される。場合によっては、従来知られたドリッパー装置をチュ
ーブに備えるようにしてもよい。なお、上記の逆Ｕ字管５１を使用した排水手段５０は１
つの例示であって、他に、図２に示すようなフロート弁を用いた排水手段、図３に示すよ
うな適宜のレベルセンサと開閉弁とからなる排水手段など、任意の手段を用いることがで
きる。
【００２９】
図２において、貯水タンク３０はモーターポンプ２０の作動により汲み上げられる水の導
入孔であるホース案内口３２と排水口３３を備え、排水口３３はチューブ潅水系６０に接
続している。貯水タンク３０は内部に排水手段５０Ａを備える。排水手段５０Ａは主フロ
ート室５０１を有し、主フロート室５０１の上端近傍には導水孔５０２が形成されている
。主フロート室５０１の下方域には第１フロート弁５０３が設けてあり、その下方に位置
する第２フロート弁５０４が浮上することにより上方に移動して主フロート室５０１を閉
鎖する。第１フロート弁５０３の上方には第３フロート弁５０５が位置しており、該第３
フロート弁５０５はリンクを介して排水口３３を開閉する第４フロート弁５０６に作動が
連動する状態で繋がっている。なお、第４フロート弁５０６と第１フロート弁５０３とは
ほぼ同じレベルに置かれている。
【００３０】
貯水タンク３０が空の状態でホース２２からタンク内に水が徐々に入り始める。流入する
水は第２フロート弁５０４を押し上げる。第２フロート弁５０４がラインＡのレベルに達
すると、第１フロート弁５０３は第２フロート弁５０４により押し上げられ、主フロート
室５０１を閉鎖する。水の流入は継続しており、次第に貯水タンク３０内の水位レベルは
上昇する。水位レベルがラインＢに達すると、水は導水孔５０２から主フロート室５０１
の中に流入し始める。主フロート室５０１内に入り込んだ水の浮力により第３フロート弁
５０５は押し上げられ、その移動に連動して第４フロート弁５０６が開方向に移動する。
第４フロート弁５０６が開くことにより、貯水タンク３０内の水は排水口３３からチュー
ブ潅水系６０に排水される。排水により水位レベルがラインＡまで下がると第４フロート
弁５０６は下降して排水口３３を閉鎖する。それと相前後して、第１フロート弁５０３が
下降してし主フロート室５０１を開放する。それにより、主フロート室５０１内の水も排
出されて、当初の状態に戻る。以下、このサイクルがホース２２からの水の流入が続く限
り繰り返される。
【００３１】
図３は適宜のレベルセンサと開閉弁とからなる排水手段５０Ｂを備えた貯水タンク３０を
示す。貯水タンク３０には、下位水位であるレベルＡを検知する第１レベルセンサ５１１
と、上位水位であるレベルＢを検知する第２レベルセンサ５１２が備えられ、排水口３３
には該レベルセンサからの信号を受けて開閉する電磁弁５１３が設けてある。チューブ潅
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水系６０への排水が進行して水位がレベルＡまで低下すると、それを第１レベルセンサ５
１１が感知し、その信号により電磁弁５１３は排水口３３を閉じる。ホース２２から水は
継続して流入しており、水位がレベルＢに達すると、それを第２レベルセンサ５１２が感
知し、その信号により電磁弁５１３は排水口３３を開く。それにより、チューブ潅水系６
０への排水が再開し、再び、水位はレベルＡにまで低下して電磁弁５１３は閉じ、貯水が
始まる。以下、このサイクルがホース２２からの水の流入が続く限り繰り返される。なお
、この例では、レベルセンサとして電極棒を用いているが、上位水位であるレベルＢを検
知する第２レベルセンサ５１２については、フロート式のセンサを用いることもできる。
【００３２】
上記のように、本発明による自動潅水装置１では、一回に潅水する水量を貯水タンク３０
側で規制することができ、しかも、複雑な制御装置や電磁弁などを使用することなく、潅
水は所要の間隔をおいて繰り返し行うことができる。それにより、潅水場所に応じたある
いは作物体に応じた、最適の間欠的な節水潅水状態を容易に確保することが可能となる。
また、少量、多回数の潅水を行うにより、水が重力方向へ縦浸透するのを抑えることがで
き、チューブ潅水における水の吐出口当たりの水分布特性も改善できる。それにより、前
記したように、例えば地表から３０ｃｍ以内の部分が広く潅水され、少ない吐出口数で広
い面積の潅水施肥が可能となり、作土層からの水（や液肥成分）の流亡が抑制される。
【００３３】
さらに、モーターポンプ２０の駆動はソーラーパネル１０からの電力にのみ依存しており
、結果として、前記したように、日射量の大小により、モーターポンプ２０の汲み上げ量
が変化する。従って、一日間の潅水回数は、日射量が多いほど、つまり蒸発散が多いほど
多くなり潅水量も大きくなる。日射量が少ない場合には潅水間隔が長くなり、潅水量も少
なくなる。結果として、作物体が必要とするときに必要なだけの潅水を確実に確保するこ
とが可能となる。
【００３４】
場合によっては、貯水タンク３０の容量とモーターポンプ２０の送り込み量との関係で、
潅水回数が必要以上となり、作土層からの水や液肥成分の流亡が生じることが起こり得る
。それを回避するために、モーターポンプ２０の吐き出し側のホース２２から還流ホース
２３を分岐させ、必要以上の水は水源側に還流できるようにすることもできる。その場合
には、図示しないが、水の流れ方向下流側に、減圧弁や適宜の圧力計を配置し、還流量を
適宜設定する。
【００３５】
本発明による自動潅水装置１において、好ましくは、貯水タンク３０内の貯留水に液肥を
混入するための液肥混入装置がさらに備えられる。それにより、容易に間欠的潅水施肥を
行うことができるようになる。液肥混入装置に特に制限はないが、図４ａ，ｂ示すような
形態の液肥混入装置７０、７０Ａを用いることは有効である。
【００３６】
図４ａに示す液肥混入装置７０は、外容器７１と内容器７２を備える。外容器７１は剛性
容器であるが、内容器７２は可撓性シート（例えば、樹脂シート）で作られており、内容
積が可変となっている。内容器７２は液肥室とされ濃厚液肥が充填される。外容器７１と
内容器７２との間の空間Ｓは水室とされ水が充填される。内容器７２に挿入されたホース
７３の他端は、前記した貯水タンク３０の天井面に形成したホース案内口３２に入り込ん
でいる。一方、前記したホース２２には適宜の流量調整弁２５を介して分水ホース２６が
分岐しており、その先端は外容器７１と内容器７２との間の空間Ｓに開放している。
【００３７】
上記の構成であり、内容器７２に濃厚液肥を、外容器７１と内容器７２との間の空間Ｓに
水をそれぞれ充満させた状態とし、その状態で、分水ホース２６にホース２２を流れる潅
水の一部を分流させると、分流した水は前記空間Ｓ内に流入する。それにより、等容積だ
け内容器７２は収縮し、収縮分の濃厚液肥はホース７３を介して貯水タンク３０内に流入
する。それにより、貯水タンク３０内の水は適量の液肥を含んだ潅漑水となる。流量調整
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弁２５を、ホース２２を流れる流量に比例した量を分水ホース２６に分水するようにセッ
トすることにより、潅漑水の流量に比例した量の濃厚液肥が貯水タンク３０内に送り込ま
れることとなり、常時、ほぼ一定濃度の液肥を含んだ潅漑水をチューブ潅水系６０に送り
出すことができる。
【００３８】
図４ｂに示す液肥混入装置７０Ａは、装置の構成は図４ａに示したものと同じであるが、
分水ホース２６の放出端が内容器７２に開放していて、内容器７２が水室とされており、
外容器７１と内容器７２との間の空間Ｓには濃厚液肥が充填されて液肥室とされており、
そこに挿入されたホース７３の他端が貯水タンク３０の天井面に形成したホース案内口３
２に入り込んでいる点で、液肥混入装置７０と相違している。このような使用態様とする
ことにより、濃厚液肥補給が容易になる等の利点がある。
【００３９】
上記の構造の液肥混入装置７０、７０Ａを用いることにより、正確かつ高稀釈倍率の液肥
を必要なときに、必要なだけの作物体に供給できるようになる。その際に、濃厚液肥は大
気圧と平衡な貯水タンク３０の中で水と混合されるため、前記したように、従来のピスト
ン式液肥混入機やベンチュリー管による吸い込み液肥混入装置に必要とされていた圧力差
を必要とせず、簡単な構成でもって、効果的に高希釈倍率の液肥を調整することが可能と
なる。
【００４０】
上記のようであり、本発明による自動潅水装置は、貯水タンク３０の容量を適切に設定す
ることにより、室内観賞用園芸、家庭菜園（１０ａ以下）、小規模営農（１０ａ～２ｈａ
）、大規模営農（２ｈａ以上）のあらゆる場面に適応可能となる。また、ハウス栽培など
の施設園芸においても有効に用いられる。概ね必要とされるタンク貯水容量は、室内観賞
用園芸で５Ｌ～１０Ｌ、家庭菜園で１００Ｌ～３００Ｌ、小規模営農で３００Ｌ～５ｔ、
大規模営農で５ｔ×ｈａ、程度である。同じ圃場において、複数個の自動潅水装置を同時
に使用するようにしてもよい。
【００４１】
【発明の効果】
上記のように、本発明による自動潅水装置では、簡単な構成でありながら、潅水面積の大
小に関わりなく、その日の気候状況（日射量）に応じて、作物体が必要とする水分（およ
び液肥）を節水状態で間欠的に供給することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による自動潅水装置の全体を概略的に示す図。
【図２】自動潅水装置に用いられる排水手段の他の例を示す図。
【図３】自動潅水装置に用いられる排水手段のさらに他の例を示す図。
【図４】本発明による自動潅水装置で用いる液肥混入装置の一例を示す概略図。
【符号の説明】
１…本発明による自動潅水装置、１０…ソーラーパネル、２０…モーターポンプ、２２…
ホース、２３…還流ホース、２６…分水ホース、３０…貯水タンク、４０…水源、５０…
排水手段、５１…逆Ｕ字管（サイホン）、６０…チューブ潅水系、６１…潅水口、６２…
チューブ、７０、７０Ａ…液肥混入装置、７１…外容器、７２…内容器、７３…ホース
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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